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GIKAI-STYLE
個人質問

29人の議員が行った質問の中から、いくつかを取り上げて要旨を掲載

全員の個人質問は市議会ホームページのインターネット議会中継で配信しています。個人質問

幼稚園を活用し待機児童を解消
■問　市立今・妹尾幼稚園では、
待機児童を対象に空き教室を活
用した一時保育が始まっている
が、どのような状況か。
■答　平成29年４月で、今幼稚園
の利用登録児童数は15人、妹
尾幼稚園は９人で、利用児童数
の上限である20人に達してい
ない。
　29年５月からは、利用児童
数の増加を目指し、受け入れ年
齢を満２歳以上から１歳６カ月
に引き下げ、受け入れ人数の拡
大を図っている。

全力を挙げて
保育士の確保に取り組む
■問　子ども・子育て支援事業計
画の見直しでは、０歳児、１～
２歳児、３歳児以上に分けて保
育事業の量の見込み（どのくら
いニーズがあるか）を立ててい
るが、保育士が確保されなけれ
ば、受け入れ児童は増えない。
フルタイムの保育士が何人必要
になるのか。また、確保する計
画こそ必要ではないか。
■答　年齢別の見込みに対応した
保育士の算定は困難だが、現在
の待機児童の年齢構成で算出し
た必要数で計算すると、平成
31年度の見込みに全て保育所

で対応するためには、約500人
の増員が必要になる。
　また、計画は定めていないが、
29年度も処遇改善に取り組ん
でおり、国の動向も注視しなが
ら必要な保育士の確保に全力を
あげて取り組みたい。

がんに関する正しい知識と命の
大切さの理解を深める教育を
■問　平成28年にがん対策基本法
の一部が改正され、がんに関す
る教育の推進の規定が新設され
たが、教育現場での取り組みは
どのようになるのか。
■答　がんについては、学習指導
要領に基づき、小学校６年生の
体育と中学校３年生の保健の授
業で、発達段階に応じた指導を
している。
　また、法律改正の前から、関
係部局と連携した外部講師によ
る子どもたちへの授業や、中学
校体育担当者を対象とした研究
授業の参観や協議、がん専門医
による講義や研修を行うなど、
教育の充実に努めてきた。
　29年度は、がん教育に関す
る指導資料を全中学校に配布す
るとともに、外部講師による子
どもたちへの授業を増やす予定
にしている。

部活動休養日や定時退校日で
教職員の長時間勤務を解消
■問　学力向上、問題行動の抑制
などの施策の実施には、教職員
の負担を軽減することが大切だ
が、具体的な取り組みと進捗状
況は。
■答　平成29年度から、本市独自
の再任用制度を教員にも導入し、
経験を生かしてさまざまな教育
課題に対応するとともに、負担
軽減に努めている。
　また、各学校では、週１日以
上の部活動休養日や教職員の定
時退校日を設定し、働き方の意
識改革やワークライフバランス
の実現に取り組んでいる。29
年５月末で、週１日以上の部活
動休養日を設定している学校の
割合は100パーセント、定時退
校日は78パーセントとなって
いる。

就学援助制度の新入学学用品費
の前倒し支給を検討
■問　新入学学用品費の予算増額
を契機に、効果的な貧困対策の
観点からも、入学前に支給でき
るよう検討すべきではないか。
■答　入学前の前倒し支給は、支
給後の市外転出や経済状態の把
握などクリアすべき課題はある
が、議員指摘の観点から有効と
考えられ、実施に向けて検討を
進めていきたい。

外部講師による講演の様子外部講師による講演の様子

幼稚園の空き教室を利用した一時保育幼稚園の空き教室を利用した一時保育

教育・子育て Education　　　　
Child Care

Education　　　　
Child Care
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OKAYAMA CITY COUNCIL
常任委員会審査から

一部に指定管理者制度が導入される図書館一部に指定管理者制度が導入される図書館

　政治家は、公職選挙法により選挙区内での寄附行為等が禁止されて
おり、お中元・お歳暮等を贈ることや地域行事に祝儀等を出すことが
できません。　
　ご理解とご協力をお願いいたします。

寄附は

ＮＯ！
贈らない！求めない！受け取らない！

理の範囲等必要な事項を追加－
委員●図書館業務本体の指定管
理は考えられるのか。
市●司書が関わる図書館業務に
ついては、今後も直営でやって
いきたい。
委員●指定管理者制度の導入を
行っても、採点結果はすべて公
開してほしい。
委員●財務状況の点数が著しく
低いことが公表されると、企業
イメージを損なう。そこは配慮
が必要だ。

市●法人情報をどこまで出せる
か、委員会運営等において工夫
しながら、より説明責任を果た
して認めてもらう形をとりたい。
■通学区域制度の弾力化
－平成30年度から、小学校入
学時の学校選択制度を廃止－
委員●保護者や学校関係者等に
対して、誤解を与えないよう丁
寧な対応に努めてほしい。
市●教育委員会としてもそうい
った要望は承知しており、丁寧
な対応に努めたい。

　全国市議会議長会及び中国市議会議長会から、次の方々が表彰と感謝状を受けました。

■全国市議会議長会
　□議員在職30年以上表彰
　　宮武　　博　氏
　□議員在職10年以上表彰
　　鬼木のぞみ　氏
　　河田　正一　氏

　　林　　　潤　氏
　　東原　　透　氏
　　藤原　哲之　氏
　　吉本　賢二　氏

　□感謝状（相談役）
　　宮武　　博　氏
　□感謝状（理事）
　　宮武　　博　氏

■中国市議会議長会
　□議長８年以上表彰
　　宮武　　博　氏
　□議員在職12年以上表彰
　　成本　俊一　氏

在職議員表彰・感謝状

【４月】
18日
【５月】
11日
17日～19日
17日
18日
19日

19日

31日

【６月】
５日
６日

８日

12日
14～20日
14日

20日
21日

23日
26日
【７月】 
10日

市民文教委員会

議会運営委員会
　　  ５月臨時市議会
議会運営、総務、市民文教委員会
議会運営委員会
議会運営、総務、保健福祉、環境
消防水道、経済、建設、市民文教
委員会

大都市制度・広域連携調査、多様
性尊重社会の実現調査、岡山ブ
ランド戦略調査、活力と魅力あ
ふれる区づくり調査特別委員会
大都市制度・広域連携調査特別
委員会

議会運営委員会
総務、保健福祉、環境消防水道、
建設、市民文教委員会及び同協
議会、経済委員会
議会運営委員会
６月定例市議会開会

北区区別計画調査特別委員会
　  29人の議員による個人質問
中区区別計画調査、東区区別計
画調査、南区区別計画調査特別
委員会
議会運営委員会
総務、保健福祉、環境消防水道、 
経済、建設、市民文教委員会
議会運営委員会
６月定例市議会閉会

議会運営委員会
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岡南地域をさらに魅力ある街に
■問　岡南地域は浦安総合公園一
帯や臨港グリーンアべニューか
ら広がる遊歩道など、運動に適
した環境が整っている。その魅
力をさらに伸ばす施策を進める
べきではないか。
■答　岡山市緑の基本計画に掲げ
る緑のネットワークづくりの一
環として、福田緑道公園の園路
や水路等を整備している。整備
後は臨港グリーンアベニューと
浦安緑道公園、浦安総合公園ま
でが緑で結ばれ、潤いのある街
づくりの基盤となる。
　今後は、この緑のネットワー
クを地域資源と捉え、魅力の向
上に向けてどのようなことがで
きるか考えたい。

谷万成周辺の国道180号沿線の
下水道整備
■問　平成26年11月定例市議会で
「地元、道路管理者、警察等の
関係者と協議し、７年以内に整
備したい」との答弁があった。
進捗状況と今後の計画は。
■答　28年度に地元説明会を実施
し、国土交通省や地下埋設物管
理者などの関係機関と協議しな

がら、30年度の工事着手
に向けて、詳細設計を進め
ている。
　今後、年次的に整備を実
施し、33年度までの完成
を目指す。

ＬＲＴ化の検討
29年度中に一定のめどを
■問　現段階での吉備線ＬＲ
Ｔ化実現への手ごたえは。
■答　本市は、都心、地域拠

点、地域生活圏内の各エリアが、
公共交通をはじめとするネット
ワークで結ばれた、コンパクト
でネットワーク化された都市づ
くりを目指しており、ＬＲＴ化
の検討は、その実現を目指した
重要な取り組みと考えている。
また、ＪＲにとっても、今後の
都市周辺型路線の一つのモデル
ケースとして意義の高い取り組
みだと聞いている。
　調整に時間を要しているが、
事業費そのものの精度を上げな
がら、需要予測も詳細に検討し
ており、役割分担や費用負担に
ついてしっかり議論し、平成
29年度中に一定のめどを立て
たい。

10月に国際観光シンポジウム
を開催予定
■問　平成29年は国連の「持続可
能な観光の国際年」とされ、本
市で国際観光シンポジウムが開
催される予定となったが、どの
ような内容なのか。また、ＥＳ

Ｄに関するユネスコ世界会議の
経験を生かした、※1エクスカ
ーションを実施しては。
■答　本シンポジウムは、観光庁
が国連世界観光機関等と協力し、
29年10月の開催を予定して
いる。
　現時点のテーマは「城と庭、
水と緑、そして人とが一体化し
た観光モデル」で、エクスカー
ションについても、シンポジウ
ムと一体的なものとして、岡山
城・岡山後楽園周辺を会場とす
る屋外ワークショップという視
点で実施したい。

自転車道の整備で
吉備路への観光誘客を
■問　平成28年度から吉備路・吉
備高原自転車道を整備している
が、28年度と29年度の事業費、
整備箇所、内容はどのようにな
っているのか。
■答　28年度は、吉備路自転車道
で一宮地内ほか２カ所の路面を
約380メートル修繕し、吉備高
原自転車道で足守地内の路面を
約340メートル修繕し、事業費
は合計600万円だった。
　29年度は、関係機関との協
議を踏まえ、両路線の迷いやす
い分岐点などに県下統一の誘導
用路面標示を約80カ所設置し、
老朽化している案内看板を約
20カ所更新する予定で、事業
費は約1,000万円を予定してい
る。また、路面の修繕も、現地
を確認し必要に応じて実施して
いく。　

GIKAI-STYLE
個人質問

OKAYAMA CITY COUNCIL
個人質問

まちづくり・観光 Community Planning
Tourism

Community Planning
Tourism

岡山臨港鉄道の線路跡地を整備
した臨港グリーンアベニュー
岡山臨港鉄道の線路跡地を整備
した臨港グリーンアベニュー

吉備路自転車道の案内看板吉備路自転車道の案内看板 津波避難ビルを示す看板津波避難ビルを示す看板

ヘルプマーク（左）とヘルプカード（右）ヘルプマーク（左）とヘルプカード（右）

石山公園内のカフェ事業者は
29年度中の公募を検討
■問　石山公園で整備を予定して
いるカフェの設置と管理運営は、
どういった手法を考えている
のか。
■答　民間事業者の創意工夫を引
き出せる自由度の高さとともに、
本市の歳出を抑えられることか
ら、「民設民営方式」が望まし
いと考える。
　実現の可能性を探るため、さ
まざまな営業形態のカフェ事業
者へヒアリングを実施したとこ
ろ、複数の事業者が参画の意向
を示した。民設民営方式を基本
として要項等を整理し、平成
29年度中のカフェ事業者の公
募実施に向け、作業を進めて
いる。

犬島・妹尾・平津地区で超小型
モビリティ導入実験を実施
■問　周辺地域への超小型モビリ
ティ導入の可能性をどのように
検討しているのか。また、具体
的にどのようなイメージになる
のか。
■答　平成29年度に一定期間、周
辺部の移動が不便な地域で共同
利用する実証実験を行うことと
し、希望のあった犬島・妹尾・
平津地区に参加してもらうこと
となった。
　犬島地区では、５月中旬に車
両を持ち込み、29年度末まで
の予定で島内での日用品などの
共同運搬や、朝市での物資の運
搬などに利用を始めた。妹尾・
平津地区は、７月頃から２カ月
程度取り組む予定で、実施方法
や期間は地域と相談しながら決
めていく。

　今後、他の地域からも実験へ
の参加希望があれば、随時、相
談していきたい。

南区でも地域おこし協力隊の
導入を図る
■問　南区でも、もうからない農
業、後継者不足など農業に関す
る問題は多い。地域おこし協力
隊や就農者の移住定住促進を検
討できないか。
■答　平成28年度から、地域おこ
し協力隊を、御津・建部地域へ
先行的に配置しているが、29
年度から中山間・周辺地域等を
中心に導入地域の拡大を図るこ
ととしている。南区では、まず
七区・甲浦・小串の３地域を対
象として、地域の方の意向を聞
きたい。
　また、意欲ある農業者への支
援や新たな担い手の確保は共通
した課題であり、県外での就農
相談や移住による新たな園芸農
業就農者への支援等を行って
いる。

 ※2ヘルプマークの導入に向け
た課題と啓発活動
■問　※３ヘルプカードの提示は
障がい者にとってハードルが高
いので、カバンなどにつけられ
るヘルプマークを早期に導入す
るべきと考えるが、導入に向け
て克服する課題は。また、普及
啓発活動にはどのように取り組
むのか。
■答　ヘルプカードはすでに約
2,000枚を無料配布しているが、
ストラップ式のヘルプマークを
平成30年度の早い時期に実施
できるよう検討を進める。
　ヘルプマーク制度は当事者の

理解だけでなく、受け手である
市民への周知・理解が必要なた
め、ホームページや障害者週間
などを通じて、広く啓発してい
きたい。

市有施設の新築・改修時に防災
機能の充実を図る
■問　南区の七区地域では、南海
トラフ地震に伴う液状化や津波
による浸水被害が想定されてい
る。より多くの避難場所の確保
が求められるが、現状はどうな
のか。
■答　津波の避難対策として、ま
ずは浸水が想定される区域外へ
逃げることが重要だが、逃げ遅
れや避難に時間を要する場合も
考えられるため、緊急避難先と
して、七区地域に２カ所の津波
避難ビルを指定している。
　避難場所の拡充については、
平成27年に「市有施設におけ
る防災機能の充実に向けた取り
組みについて」を全庁に通知し、
市有施設を新築・改修する際に
は、防災機能を取り入れるよう
検討し、防災面の充実が図られ
るように各施設管理者に依頼し
ている。

暮らし・防災 Life　　　　　　　　　
Disaster Prevention
Life　　　　　　　　　
Disaster Prevention

用語解説 ※１【エクスカーション】
従来の見学会や視察と異なり、訪れた場所で案内人の解説に耳を傾けながら、参加者も意見を交わし、地域の自然や歴史、文化と社会資本の
果たす役割などを学び考え、理解を深めてもらう体験型の見学会や視察

用語解説 ※２・３【ヘルプマーク・ヘルプカード】
ヘルプマークは、外見から分からなくても、援助や配慮を必要としていることを周囲に知らせることで、援助を得やすくなるよう作成したマ
ークで、ヘルプカードは表面にヘルプマークが表記され、裏面等に緊急連絡先や必要な支援内容が記載されているカード



色スミ　KI-17-383　岡山市議会だよりVOL92　三校　7/7　田上純一　PTR　CS5　EQ

76

岡南地域をさらに魅力ある街に
■問　岡南地域は浦安総合公園一
帯や臨港グリーンアべニューか
ら広がる遊歩道など、運動に適
した環境が整っている。その魅
力をさらに伸ばす施策を進める
べきではないか。
■答　岡山市緑の基本計画に掲げ
る緑のネットワークづくりの一
環として、福田緑道公園の園路
や水路等を整備している。整備
後は臨港グリーンアベニューと
浦安緑道公園、浦安総合公園ま
でが緑で結ばれ、潤いのある街
づくりの基盤となる。
　今後は、この緑のネットワー
クを地域資源と捉え、魅力の向
上に向けてどのようなことがで
きるか考えたい。

谷万成周辺の国道180号沿線の
下水道整備
■問　平成26年11月定例市議会で
「地元、道路管理者、警察等の
関係者と協議し、７年以内に整
備したい」との答弁があった。
進捗状況と今後の計画は。
■答　28年度に地元説明会を実施
し、国土交通省や地下埋設物管
理者などの関係機関と協議しな

がら、30年度の工事着手
に向けて、詳細設計を進め
ている。
　今後、年次的に整備を実
施し、33年度までの完成
を目指す。

ＬＲＴ化の検討
29年度中に一定のめどを
■問　現段階での吉備線ＬＲ
Ｔ化実現への手ごたえは。
■答　本市は、都心、地域拠

点、地域生活圏内の各エリアが、
公共交通をはじめとするネット
ワークで結ばれた、コンパクト
でネットワーク化された都市づ
くりを目指しており、ＬＲＴ化
の検討は、その実現を目指した
重要な取り組みと考えている。
また、ＪＲにとっても、今後の
都市周辺型路線の一つのモデル
ケースとして意義の高い取り組
みだと聞いている。
　調整に時間を要しているが、
事業費そのものの精度を上げな
がら、需要予測も詳細に検討し
ており、役割分担や費用負担に
ついてしっかり議論し、平成
29年度中に一定のめどを立て
たい。

10月に国際観光シンポジウム
を開催予定
■問　平成29年は国連の「持続可
能な観光の国際年」とされ、本
市で国際観光シンポジウムが開
催される予定となったが、どの
ような内容なのか。また、ＥＳ

Ｄに関するユネスコ世界会議の
経験を生かした、※1エクスカ
ーションを実施しては。
■答　本シンポジウムは、観光庁
が国連世界観光機関等と協力し、
29年10月の開催を予定して
いる。
　現時点のテーマは「城と庭、
水と緑、そして人とが一体化し
た観光モデル」で、エクスカー
ションについても、シンポジウ
ムと一体的なものとして、岡山
城・岡山後楽園周辺を会場とす
る屋外ワークショップという視
点で実施したい。

自転車道の整備で
吉備路への観光誘客を
■問　平成28年度から吉備路・吉
備高原自転車道を整備している
が、28年度と29年度の事業費、
整備箇所、内容はどのようにな
っているのか。
■答　28年度は、吉備路自転車道
で一宮地内ほか２カ所の路面を
約380メートル修繕し、吉備高
原自転車道で足守地内の路面を
約340メートル修繕し、事業費
は合計600万円だった。
　29年度は、関係機関との協
議を踏まえ、両路線の迷いやす
い分岐点などに県下統一の誘導
用路面標示を約80カ所設置し、
老朽化している案内看板を約
20カ所更新する予定で、事業
費は約1,000万円を予定してい
る。また、路面の修繕も、現地
を確認し必要に応じて実施して
いく。　

GIKAI-STYLE
個人質問

OKAYAMA CITY COUNCIL
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まちづくり・観光 Community Planning
Tourism

Community Planning
Tourism

岡山臨港鉄道の線路跡地を整備
した臨港グリーンアベニュー
岡山臨港鉄道の線路跡地を整備
した臨港グリーンアベニュー

吉備路自転車道の案内看板吉備路自転車道の案内看板 津波避難ビルを示す看板津波避難ビルを示す看板

ヘルプマーク（左）とヘルプカード（右）ヘルプマーク（左）とヘルプカード（右）

石山公園内のカフェ事業者は
29年度中の公募を検討
■問　石山公園で整備を予定して
いるカフェの設置と管理運営は、
どういった手法を考えている
のか。
■答　民間事業者の創意工夫を引
き出せる自由度の高さとともに、
本市の歳出を抑えられることか
ら、「民設民営方式」が望まし
いと考える。
　実現の可能性を探るため、さ
まざまな営業形態のカフェ事業
者へヒアリングを実施したとこ
ろ、複数の事業者が参画の意向
を示した。民設民営方式を基本
として要項等を整理し、平成
29年度中のカフェ事業者の公
募実施に向け、作業を進めて
いる。

犬島・妹尾・平津地区で超小型
モビリティ導入実験を実施
■問　周辺地域への超小型モビリ
ティ導入の可能性をどのように
検討しているのか。また、具体
的にどのようなイメージになる
のか。
■答　平成29年度に一定期間、周
辺部の移動が不便な地域で共同
利用する実証実験を行うことと
し、希望のあった犬島・妹尾・
平津地区に参加してもらうこと
となった。
　犬島地区では、５月中旬に車
両を持ち込み、29年度末まで
の予定で島内での日用品などの
共同運搬や、朝市での物資の運
搬などに利用を始めた。妹尾・
平津地区は、７月頃から２カ月
程度取り組む予定で、実施方法
や期間は地域と相談しながら決
めていく。

　今後、他の地域からも実験へ
の参加希望があれば、随時、相
談していきたい。

南区でも地域おこし協力隊の
導入を図る
■問　南区でも、もうからない農
業、後継者不足など農業に関す
る問題は多い。地域おこし協力
隊や就農者の移住定住促進を検
討できないか。
■答　平成28年度から、地域おこ
し協力隊を、御津・建部地域へ
先行的に配置しているが、29
年度から中山間・周辺地域等を
中心に導入地域の拡大を図るこ
ととしている。南区では、まず
七区・甲浦・小串の３地域を対
象として、地域の方の意向を聞
きたい。
　また、意欲ある農業者への支
援や新たな担い手の確保は共通
した課題であり、県外での就農
相談や移住による新たな園芸農
業就農者への支援等を行って
いる。

 ※2ヘルプマークの導入に向け
た課題と啓発活動
■問　※３ヘルプカードの提示は
障がい者にとってハードルが高
いので、カバンなどにつけられ
るヘルプマークを早期に導入す
るべきと考えるが、導入に向け
て克服する課題は。また、普及
啓発活動にはどのように取り組
むのか。
■答　ヘルプカードはすでに約
2,000枚を無料配布しているが、
ストラップ式のヘルプマークを
平成30年度の早い時期に実施
できるよう検討を進める。
　ヘルプマーク制度は当事者の

理解だけでなく、受け手である
市民への周知・理解が必要なた
め、ホームページや障害者週間
などを通じて、広く啓発してい
きたい。

市有施設の新築・改修時に防災
機能の充実を図る
■問　南区の七区地域では、南海
トラフ地震に伴う液状化や津波
による浸水被害が想定されてい
る。より多くの避難場所の確保
が求められるが、現状はどうな
のか。
■答　津波の避難対策として、ま
ずは浸水が想定される区域外へ
逃げることが重要だが、逃げ遅
れや避難に時間を要する場合も
考えられるため、緊急避難先と
して、七区地域に２カ所の津波
避難ビルを指定している。
　避難場所の拡充については、
平成27年に「市有施設におけ
る防災機能の充実に向けた取り
組みについて」を全庁に通知し、
市有施設を新築・改修する際に
は、防災機能を取り入れるよう
検討し、防災面の充実が図られ
るように各施設管理者に依頼し
ている。

暮らし・防災 Life　　　　　　　　　
Disaster Prevention
Life　　　　　　　　　
Disaster Prevention

用語解説 ※１【エクスカーション】
従来の見学会や視察と異なり、訪れた場所で案内人の解説に耳を傾けながら、参加者も意見を交わし、地域の自然や歴史、文化と社会資本の
果たす役割などを学び考え、理解を深めてもらう体験型の見学会や視察

用語解説 ※２・３【ヘルプマーク・ヘルプカード】
ヘルプマークは、外見から分からなくても、援助や配慮を必要としていることを周囲に知らせることで、援助を得やすくなるよう作成したマ
ークで、ヘルプカードは表面にヘルプマークが表記され、裏面等に緊急連絡先や必要な支援内容が記載されているカード


